
国際ロータリー第 2680 地区 

2024-25 年度ロータリー青少年交換プログラム 

派遣候補生規則 

 

青少年交換プログラムの条件 

① 該当地区内のロータリークラブの推薦が得られること。 

地区委員会が斡旋する場合もありますが、最終的にはロータリークラブの推薦が必要です（スポ

ンサーロータリークラブ）。 

② 日本国籍を有する健康で闊達な強い意志を持つ高校生（応募時点で中学生でも可）で、出発時の

年齢が原則15 才～19才未満の者。 

③ 学年成績が上位1／2以内の者で、語学の習得に積極的な者。（英検準2級程度） 

④ 兵庫県内の学校に在籍する者。 

⑤ 渡航費用、衣服、保険、小遣い、その他の費用を負担する経済能力を有する家庭の子女（性別は

問いません）。 

⑥ 学校長の推薦および留年または休学の許可を得られる者。 

⑦ 親（保護者）の承諾を得られる者。 

⑧ 交換留学のため、学生を派遣する家庭で、海外からの留学生を３か月間程度、預かることが可能

であること。 

⑨ 派遣国は青少年交換委員会で決定します。希望国を選ぶことはできません。 

 

留学中の遵守事項 

国際ルール（4D ルール）で、以下の４項目が定められています。 

・Drive：自動車、オートバイ、飛行機など原動機付の乗り物を運転すること。 

・Drink：アルコール（含有）飲料を飲むこと、たばこを吸うこと。 

・Date：恋愛関係におぼれること、セックス行為の禁止。 

・Drug：マリファナ、コカイン、覚せい剤、大麻、危険ドラッグ、麻薬類などの禁止。 

その他：その国の法律を守ること、収入のあるアルバイトの禁止、校則を守ることなど 

 

派遣の取り消し（出発前） 

① 派遣されるまで、数回のオリエンテーションを開催し、スピーチの練習等をしていただきます。

正当な理由なく不参加の場合は、原則として派遣を取り消します。 

② オリエンテーション等の受講態度から、青少年交換委員会が派遣学生として不適格と判断した場

合は派遣を取り消します。 

③ 社会生活・学校生活において、補導等の事件を起こした場合は派遣を取り消します。 

④ その他、青少年交換委員会が判断して派遣学生として相応しくない問題を起こした場合は、派遣

を取り消します。 

以上の取り消し決定について青少年交換委員会はスポンサークラブと協議した上、慎重に 



判断します。 

 

派遣の取り消し（出発後） 

 派遣期間中、次に該当した場合には、早期帰国の対象となります。 

① 相手地区青少年交換委員会から派遣学生として不適格と判断された場合。 

② 上記、『4D ルール』や法律を破った場合。 

③ 登校拒否・ノイローゼ・拒食症・重症のホームシック・病気・怪我等の場合。 

④ アプリケーションに書かれている禁止事項（交換の規則と条件）に反する場合。 

⑤ 門限時刻を過ぎての無許可の外出など、風紀を乱し生活態度が不良な場合。 

いずれの場合も、相手地区青少年交換委員会、スポンサークラブ、保護者、学校関係者等と綿密

に連絡を取り合い、対応を協議します。 

 

危機管理上、プログラムの継続が困難な場合 

自然災害、広域な伝染病の蔓延（新型コロナウイルス等）、セクハラ、パワハラ等の問題等による

プログラムの中断、中止については、学生の安全の確保を最優先とし、派遣地区青少年交換委員会と

当地区青少年交換委員会（危機管理委員会も含む）が十分な協議を重ねた結果決定されます。スポン

サークラブ、派遣生（保護者）はこの決定に従わなければなりません。 

 

早期帰国の場合の費用負担について 

緊急帰国させる場合等における帰国方法については、派遣地区・当地区関係者と協議の上決定しま

すが、緊急帰国費用（渡航費等）については保険で充当される部分を除き、派遣学生（保護者）の負

担となることをご承知おきください。 

 

ロータリーに関する責務 

青少年交換学生は、ロータリークラブと地区の会合、大会、オリエンテーションといったロータリ

ーの行事への出席が義務付けられています。また、学生は派遣国と受入国のロータリアンの前でスピ

ーチを依頼されます。ほかの課外活動よりもロータリーに関する責務を優先させるようにしてくださ

い。 

なお留学中は毎月「月例報告書」をYESS(Youth Exchange Support System)にアップロード

し地区委員会、スポンサークラブに報告する義務があります。 

 

ロータリーに関する帰国後の責務 

派遣生は、帰国後、青少年交換学友会（ローテックス）に所属し、その経験を活かし青少年交換派

遣生と来日生をサポートする義務があります。ロータリーのプログラムには積極的に参加するように

してください。 

また、学生を派遣したスポンサークラブは、交換留学中の経験について学生から話を聞くことを楽

しみにしています。派遣クラブや地域のクラブで発表を行い、自分の体験を伝えて下さい。 


